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２． GPS 追跡調査地点周辺における捕獲圧 
 
ＧＰＳ追跡調査個体が行動する地域の周辺のデータとしては，最外郭で示された行動圏の北側の

メッシュで244頭，南側で310頭の捕獲が記録されている．このうち南側メッシュ（49325672）が

メッシュの配置から，ＧＰＳ追跡個体の行動圏に直接関係するものと推測される（図4-2）． 

 図 4-5 にはメッシュ 49325672 におけるシカの捕獲数の月別の集計値を示した．ＧＰＳの追跡

調査を開始した時期は11月の22日であった．この時期からの年末までの約1ヶ月間は狩猟期に入

っていることもあり，年間で最も捕獲圧が高い時期であったことがこの図からも示される． 

捕獲圧がＧＰＳ個体にどのような影響を与えたかは推測の域を出ないが，少なくとも 12 月は当

地域において高い捕獲圧がかかっていたことから，ＧＰＳ個体は捕獲圧の弱い地域に移動していた

ものと推測される．12月の測位データの大部分が欠測となっているため，この時期の行動の評価は

できないが，12月末から1月初旬には行動圏の東端で行動し，以後は行動圏を西に移したことが捕

獲による攪乱の影響による移動であるかも知れない． 

 

図4-4 2010年度および2011年度のわなＧの周辺地域におけるシカの捕獲数 

   ※2011年度は11月末までの暫定値を示す 
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本調査は1頭の行動の短期間の調査であったことから，当地域のシカの行動を断片的に評価して

いるに過ぎない．捕獲圧とシカの行動の関連を正確に把握するためには，捕獲圧の加わり方がより

明確な地域において複数個体を対象にして調査を行う必要があるだろう． 

 

 

図4-6 時期別に色分けしたＧＰＳ追跡調査個体の活動点 

図4-5 ＧＰＳ追跡調査地の周辺地域（メッシュ番号49325672）におけるシカの捕獲数 

(2011/4月～2012/2月中旬 数値は暫定値) 
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